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■ 総合評価 ： 適 （評価点 ３７ 点 ／ ５０ 点） 

 

（総論） 

引き続き研究開発を推進すべきである。 
 

（コメント） 

 十分な研究体制から計画以上の成果を得られることが期待できる。 

 サイバー攻撃の変化は激しいため、臨機応変な対応が求められる。 

 本研究課題は、今後の情報通信社会の構築あたり極めて重要であるが、我が国で必ずしも十分な研究体制

があるわけではない。当該研究課題を通してサイバー攻撃への官民含めた対応チームの基礎を作ってほ

しい。 

 

 



 

（１） 当該年度における研究開発の目標達成（見込み）状況 

 （SABCD の５段階評価） ： 評価 A 

評 価 点 ：   ７点 

（総論） 

全体として計画時の目標にほぼ達しており、計画以上の成果や知見も得られている。 

 

（コメント） 

 すでに目標にほぼ達した研究開発があるだけでなく、計画以上の成果や知見を得た研究もあり、論文・

特許数の達成状況から見ても十分な成果が得られている。 

 平成23 年度前倒し分についても期限内に目標に達成できる内容と考える。 

 現在までは計画通りに研究が行われている。 

 

 

 

 

（２） 当該年度における研究資金使用状況 

 （SABCD の５段階評価） ： 評価Ａ 

評 価 点 ：   ８点 

（総論） 

予算計画書に基づいた効率的な執行を行っている。 

 

（コメント） 

 計画から大きくずれること無く研究資金を執行するだけでなく、節約を行った点が評価できる。 

 平成23 年度前倒し分についても、適正な研究資金の執行が行えると考える。 

 

 

 



 

（３） 研究開発実施計画 

 （SABCD の５段階評価） ： 評価Ｂ 

評 価 点 ：   ６点 

（総論） 

計画通りに実行可能であるが、状況の変化に応じて柔軟に対応することが求められる。 

 

（コメント） 

 現在の研究開発の進捗状況から、計画を十分に実行可能であると考える。 

 国際連携については、個人情報保護の扱いの変化、サイバー空間防衛など状況が急激に変化しており、

これらに柔軟に対応可能な計画であることが求められる。 

 国際連携は目的ではなく、手段であるはず。国際連携により当該研究テーマの推進にどう役立てるか考

えてほしい。 

 

 

 

 

（４） 予算計画 

 （SABCD の５段階評価） ： 評価Ａ 

評 価 点 ：   ８点 

（総論） 

効率的な予算計画であり、適性である。 

 

（コメント） 

 効率的な予算計画であると考える。 

 適正と考える。 

 

 

 



 

（５） 実施体制 

 （SABCD の５段階評価） ： 評価Ａ 

評 価 点 ：   ８点 

（総論） 

研究開発課題の目標達成のために十分な体制である。 

 

（コメント） 

 研究開発を実施できる研究実績を有する研究員が多数参加するため、研究計画以上の成果を得られるこ

とが期待できる。 

 参画する研究者の数が比較的多いため、研究開発がバラバラに行われないよう、全体の統括を十分に行

う必要があると考える。 

 通信事業者、大学、ベンダー企業、ISP が協力することが当該事業において重要であると思われる。

NICT と連携を持っていることも好ましい。 

 

 

 


